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地域協会だより

植野　博喜

1.はじめに
私どもの結成経緯ですが、昭和56年8月広島県警察本部防犯課（当時）の要請により、防犯機器の

製造、販売、施工などに関わる企業22社が県警本部会議室に集合し、県警から前年の昭和55年4月に
発足した優良防犯機器認定制度（昭和55年国家公安委員会告示第3号）についての詳細な説明があ
り、優良防犯機器の普及促進による活動団体を結成してはどうかとの意向が示されました。
その結果、広島県防犯機器業防犯協会を昭和56年10月5日設立いたしました。この頃から年々事件が

増え続け、内容的にも凶悪、粗暴化し金融機関、スーパーなどを狙う強盗事件が多発、また殺人事件な
ども発生し、21世紀はセキュリティの時代とまでいわれるように、自主防犯、自主警備が不可欠な時代に
突入しました。
それに伴い幣協会では、平成7年全国で初めて安全推進隊を結成し、事件が起きた現場に急行し鑑識

が終わるのを待って、防犯対策、どこに弱点があるか等を警察官と一緒に対応ボランティア活動を推進
いたしました。
警察の組織変更により名称を広島県生活安全防犯協会に平成11年7月15日に変更し、平成13年4月1

日に特定非営利法人広島県生活安全防犯協会として広島法務局に登記し法人格としました。
平成16年新理事長に、梅田寛之氏が着任し、NPO法人の精神に則り幅広い防犯活動の実施を行っ

てまいりました。その結果、幣協会の活動実績が認められ、幣協会設立25週年目の、平成18年10月に警
察庁長官及び全国防犯協会連合会会長の連盟による「防犯功労団体」として表彰を受けました。

2.当協会の活動
協会の活動は基本的には県の防犯指針に沿って広島県を安心

安全な日本一の県にする目標に活動しますが、犯罪状況によって
は変遷があるので対応する必要があるとおもいます。

〇県内小学校において、防犯ブザーの点検・修理・電池交換等を
行う（2005年11月22日市内の小学校で1年生の女子児童が外
国人の男によって強制わいせつのうえ殺害される事件が発生、
これを受け広島市では毎年、11月22日を児童安全の日と制定
する）コロナが発生してから中断しており今年から再開予定。

〇広島県優良防犯住宅認定制度
防犯性の高い住宅・共同住宅（3階建て以下）を認定する。平成
26年からしていますがなかなか件数が増えず苦戦しております。
〇広島県優良駐車場認定制度（広島県防犯連合会・認定）協会
は、審査員を委嘱

〇広島警察本部・各警察署・防犯団体より、講演会・講師の派
遣など。

〇協会員の為の各種講習会。（防犯カメラ・優良防犯住宅の審
査）
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「地域の安全のために」
NPO法人広島県生活安全防犯協会の紹介
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3.災害時の対応
平成26年8月の豪雨による広島市の土砂災害では、多くの人の命が奪われました、その際災害場所

（立入禁止）にて盗難の被害が発生その為、その地区に出入りする道路に防犯カメラの取り付けが出
来ないかと警察本部から打診があり、幣協会で臨時理事会を開催し、会員の中に防犯カメラのメーカー
さんもおられ、電力会社は、復旧で忙しく電気の供給は出来ない等で、バッテリーと太陽光パネルで、
電力会社の電柱・信号機柱・県や市の照明柱に付けられるよう県警本部様が折衝していただき、早期に
15か所取り付けることが出来、窃盗被害が激減しました。同様のことが平成30年も起こり、取付させて
頂きました。（機材・設置撤去工事・途中データの取り出し等すべてボランティア）
これが、広島モデルとなり、熊本県、その他で行われたとお聞きしてます。

4.おわりに
幣協会も結成時22社で役員の勧誘等で多い時が100社を超える時もありましたが、ここ数年は、45社

ぐらい落ち着き、活動も停滞気味ではございますが、やはり専属の事務局、事務員様を置けるぐらいの収
入の確保が出来ないと、会員様の会費だけでは、ボランティアもなかなか大変であります。全国各協会
様のご意見・活動成功事例等お伺いし、頑張ってまいりたいと思いますので、皆様のご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。
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